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2020年度活動成果報告
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情報委員会



日本建築積算協会(BSIJ)情報委員会について

• 公益社団法人日本建築積算協会の常置委員会として、建築生産に
おいて共有されるBIMオブジェクトの分類に供することのできる
分類体系および基準類等の調査研究を行っている。

• 情報委員会は、幹事会および協議会、そして二つのワーキンググ
ループ（WG）により構成する。このうち協議会は「BIM を活用し
た積算・コストマネジメントの環境整備」協議会（通称“BSIJ協議
会“）として、建築BIM推進会議の部会4としての活動を行う。
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コスト概算
PGMチーム

LOCチーム

翻訳チーム

2020年度に3つの
専門チームを発足



• 「価値」を多くの国民が享受できるようにするには、建物情報を
記述する“標準言語”を整備する必要がある。そのための要件は…

3

分類体系の考え方

1. デジタルデータとして機械処理できること（コード化）
2. 情報が一意に表現できること（Uniclass2015と分類情報の組合せ）
3. 建設業界内で共有されること（建築BIM推進会議への期待）
4. 日本語表現には別途マッピングが必要である（情報は人へ届く）
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分類体系の考え方

建設業務でBIMデータを扱う人は、建設分類体系の番号に従って情報を抽出
できれば、目的の情報に容易にアクセスできる（ Uniclass2015 で世界共通）。

• 図書館で…

図書館に本を探しに来た人は、日本十進分類法の番号に従って本棚を探せば、
目的の本に容易にアクセスできる（全国どこの図書館でも共通に探せる）。

• 建設プロジェクトで…
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Products

構成の分類体系（物理的分類）：Uniclass2015
建物をエレメントから部品に向けて分解する分類体系
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• BIMオブジェクト
との対応

• 仕様書との対応

利用の分類体系（概念的分類）
業務に適した内訳で情報を再構成

部位別概算
（例：UniFormat）

工種別見積り
（例：MasterFormat）

中長期修繕計画
（例：UniFormat）

維持保全業務
（例：COBie）

資産マネジメント
（例：ICMS）

情
報
の
利
用
目
的
に
応
じ
て
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
追
記
す
る

建物を分類する視点の多様性



• BIMオブジェクトを分類する体系を決めて、カタログや取扱
説明書など、その適用範囲が多くの資料に広がれば、建築
のライフサイクル全体で建物に関わる情報を効率よく検
索・抽出できるようになる。

• 重要なことは、この分類体系がオブジェクトを的確に分類
できるテーブルを持つ体系であるということ。
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BSIJ情報委員会の活動目的とビジョン

現時点で、こうした条件を具備するテーブル構造を持
つ合理的な分類体系システムはUniclass2015である。

BSIJ協議会（部会4）では、このUniclass2015を日本国
内のBIM活用に供するための整備と研究を行う。



• 今年度は、建築要素を分類する基盤体系として「Uniclass2015」を
選定し、それを利用した概算を行うための環境整備を進めた。
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要求条件の提示

概略設計

詳細設計

基本設計

施工

2019年度
• Systemsテーブルを中心とした翻訳
• 基本設計段階（S2）を中心とした分類体系を

用いた概算の可能性検討

全てのテーブルを翻訳
• 英国で活動している積算の専門家、パブリッ

クコメントによる実務者のチェック
• NBSとの連携体制の構築

Systemsテーブルを中心とした概算方法の検討
• 概算に必要だがBIMデータに無い情報の整理
• BIMデータの情報を利用して概算できる項目

／できない項目の整理

2020年度

Uniclass2015 by NBS

Systemsテーブルを中心とした概算の検証
• 簡易プログラムを作成し、Systemsテーブルを

中心とした概算の可能性を検証

2020年度のBSIJ情報委員会における活動
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Uniclass2015 の日本語翻訳と意見収集

• 分類体系 Uniclass2015 日本語訳の公開(2020.11.19～)

• http://www.bsij.or.jp/info/bsijconference.html?date=20200221

• パブリックコメントの公開と収集意見の反映

• 第三者ネイティブチェック

• 翻訳精度アップと実用性の向上

• 翻訳方針の最終確認、調整

翻訳チーム



コストマネジメントに必要な情報の整理
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書式：
部位別内訳明細

LOCチーム

基本計画および基本設計段階（S1 および S2 初期段階）におけるコスト算出

①BIM モデル内に明示される情報

②BIM モデル内の情報を参照して設定

③BIM モデル内に記載されない情報
（他の媒体を用いて記述され伝達される）

日本建築積算協会
「建築プロジェクトにおけるコストマネジメントと概算」

概算に用いる適切
な仕分け、粒度

提
供
方
法
で
分
解

設計情報

BIMモデル
（BIMオブジェクトで構成される）

①

②

図面、仕様書、基準等

③

※建築プロジェクトの段階により異なる

コストマネジメント担当者が、
適宜判断し、コスト情報へ変
換する



コストマネジメントに必要な情報の整理
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書式：
部位別内訳明細

LOCチーム

基本計画および基本設計段階（S1 および S2 初期段階）におけるコスト算出

BIMソフトウェアの機能を用いて集計
一部「概算プログラム」内で計算処理を実行

BIMオブジェクトBIMオブジェクトBIMオブジェクトBIMオブジェクト

基本寸法、基本数量仕様情報 分類情報
設計情報

①BIM モデル内に明示される情報



コストマネジメントに必要な情報の整理
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LOCチーム

BIMオブジェクトから取得する数量を仕分けする際の課題

インスタンスA 1FL

タイプAa1

ファミリAa

カテゴリA

インスタンスC 2FL

タイプAa1

ファミリAa

カテゴリA

インスタンスE 1FL

タイプAb1

ファミリAb

カテゴリA

インスタンスB １FL

タイプAa1

ファミリAa

カテゴリA

インスタンスD 1FL

タイプAa2

ファミリAa

カテゴリA

インスタンスF 1FL

タイプBa1

ファミリBa

カテゴリB

例えば、
カテゴリA＝ドア
カテゴリB＝窓
とする

スチールドア 片開きW750

片開きW900

片開きW900、窓付

アルミ窓 引き違い窓

A B C

D

E

F

外部開口部外部仕上

EF、Ssテーブル
で分類可能

名称等日本語表記に依存しない
分類情報の整備が必須

BIMモデルは、
BIMオブジェクトで構成される
個々のオブジェクトは、インスタンスと称する

BIMオブジェクト内の
基本寸法、仕様情報に
関する標準化は、部会
②による



コスト概算支援プログラム（試作）による検証

• 試作目的：分類体系を利用したコスト概算手法の実用性の検証

• 建築プロジェクトの基本計画段階（Ｓ１～Ｓ２初期段階）において、
概算段階に即したＢＩＭデータ（※１）があれば、
主要数量の概算（※２）が算出できるかを検証

※１各概算段階に即して、設計情報と分類体系情報が入力されている状態

※２単価入力は、コスト概算支援プログラムの処理実行後に、

コストマネジメント担当者が適切に行うものとする。
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集計表BIMデータ
コスト概算
プログラム 部分別内訳書

建築設計担当者 コスト管理担当者

＜業務内容＞
・設計与条件の整理
・設計BIMデータの作成
・分類体系の入力

＜機能要件＞
・集計表データの取込み
・概算数量の算出、集計
・部分別内訳書の出力

＜業務内容＞
・部分別内訳書の確認
・一部項目、数量の追加
・単価の入力

・集計表の作成
・集計表データの出力

コスト概算PGMチーム



数量の比較検証結果

• 検証内容

• 「BIM概算数量」 と 実施設計Ｓ３の「詳細積算数量」との比較

• 検証結果

• 数量差は、概ね±１０％以内
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部 位 名　　称 数量　Ａ 単 位 数量　Ｂ 数量A/数量B（％） 判定および要因

直接仮設

遣り方 231.0 m2 231 100% ＯＫ

墨出し 717.0 m2 717 100% ＯＫ

養生 717.0 m2 717 100% ＯＫ

整理清掃後片付け 717.0 m2 717 100% ＯＫ

地足場 231.0 m2 231 100% ＯＫ

土工

掘削 311.0 m3 334 93% ＯＫ

床付 231.0 m2 271 85% ＜要因１＞

埋戻し 187.0 m3 172 109% ＯＫ

建設発生土処分 311.0 m3 334 93% ＯＫ

砕石地業 13.8 m3 13.4 103% ＯＫ

捨てコンクリート 11.5 m3 13.9 83% ＜要因１＞

土間下防湿シート 202.0 m2 140 144% ＜要因２＞

土間下断熱材 202.0 m2 114 177% ＜要因２＞

躯体

（地上部） コンクリート 375.0 m3 381 98% ＯＫ

型枠 2,879.0 m2 2764 104% ＯＫ

鉄筋 48.7 ｔ 53.1 92% ＯＫ

部 位 名　　称 数量　Ａ 単 位 数量　Ｂ 数量A/数量B（％） 判定および要因

外部仕上

（屋根） 露出AS防水 35.4 m2 35.9 99% ＯＫ

同上立上り 31.0 ｍ 31.1 100% ＯＫ

断熱AS防水 184.0 m2 183 101% ＯＫ

同上立上り 61.2 ｍ 61.2 100% ＯＫ

笠木 61.2 ｍ 43.6 140% ＜要因３＞

庇 19.1 m2 18.9 101% ＯＫ

（外壁） 磁器質タイル 331.0 m2 327 101% ＯＫ

吹付タイル 344.0 m2 347 99% ＯＫ

内部仕上

（間仕切） 軽鉄間仕切 179.0 m2 182 98% ＯＫ

コンクリートブロック 212.0 m2 223 95% ＯＫ

木製間仕切 13.6 m2 14.8 92% ＯＫ

（内装仕上） 【玄関ホール】

床：御影石 11.4 m2 11.6 98% ＯＫ

幅木：大理石貼 13.8 ｍ 8.3 166% ＜要因４＞

壁：大理石貼 33.0 m2 21.5 153% ＜要因４＞

天井：アルミスパンドレル 11.4 m2 11.6 98% ＯＫ

【事務室】

床：タイルカーペット 73.2 m2 74.4 98% ＯＫ

幅木：ソフト巾木 37.6 ｍ 28.5 132% ＜要因４＞

壁：ビニルクロス 90.2 m2 62.5 144% ＜要因４＞

天井：岩綿吸音板 73.2 m2 74.4 98% ＯＫ

【内装仕上：幅木、壁仕上の数量】

「BIM概算数量」＞「詳細積算数量」

要因：BIM概算数量は、
開口減分が考慮されていないため

【土間下防湿シートの数量】

「BIM概算数量」＞「詳細積算数量」

要因：BIM概算数量は、
土間面積の全範囲を集計しているため

ＬＯＣに応じたＢＩＭモデリング手法の事前摺合せや、
内訳書出力後の数量・単価による補正が重要となる。

コスト概算PGMチーム



分類体系の考え方の整理

BIMを前提としたコストマネジメントのイメージ
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部会4での調査研究の範囲



分類体系とコストマネジメント

• BIMオブジェクトに建築要素や構法の分類コードが付与さ
れていれば、建築仕様と各種の積算を関連付けたコストマ
ネジメントが可能となる。

• 例１：部分別の分類コードを併用すれば、基本計画段階で部
分別概算の精度向上が期待でき、工種別の分類コードを併用
すれば、タイムリーなコスト確認が期待できる。

• 例２：建築仕様の定義において、建築要素から構法、構法か
ら材料・部品、材料・部品から製品へと、各テーブルの分類
コードを階層的に関連付ければ、電子商取引や配送の合理化
など、サプライチェーンを革新する情報基盤となる。

• そのためには、建築要素に要求される様々な性能を満足さ
せる構法の選択や、構法を構成する材料や部品の分類コー
ドをセットにして構法の分類コードに紐付ける、分類コー
ドと分類体系のシステム的な構想が重要。
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• 短期目標

• Uniclass2015と部分別内訳書とのより広範的なマッピングと
Uniclass2015継続メンテナンス（更新対応、詳細翻訳検討、日本
特有用語追加要望等）

• Uniclass2015だけでは判別できない仕様等情報の入力ルール検討
→部会2, モデル連携事業関連

• 上記を関連付けたより実用的なUniclass2015検索ツールや仕様定
義ツールの検討→部会2, 5関連

• 設備概算への適用

• 中長期目標

• Sフローに合わせたコストマネジメントガイドラインの策定
→部会1、設計三会関連

• 分類体系をキーとしたデータ基盤整備
→部会5関連
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今後の活動内容と他部会との連携について


